
講師 自己紹介

農地の評価に関しては農地法・生産緑地法・都市計
画法等の法令上の制限があり、財産評価においても分
かりにくいものとなっております。
農地の現況地目の判定、農地の評価単位、市街化区

域における宅地造成費の捉え方等を評価現場のスライ
ド写真とイラストを使いながら農地の評価の基礎的な
ところを分かりやすく解説いたします。

先生方の日々の申告業務の少しもお役に立てれば幸
いです。

セ ミ ナ ー 内 容

【1】農地の現況地目と評価単位

(1)現況地目の判定と判断要素

(2)隣接地との評価単位の把握

【2】市街地農地等の評価に係る宅地造成費

(1)整地費・伐採・抜根費・地盤改良費・土盛費・土止め費

(2)田と畑の宅地造成費の相違

【3】農地の評価上の留意点

(1)耕作権の評価と農業委員会

(2)倍率地域内における農地の現況地目への評価替え

～ 活字では見えてこない農地評価のストライクゾーン ～

【4】生産緑地の評価

(1)生産緑地の概要と評価上の留意点

(2)生産緑地の広大地評価における留意点

【5】市街地山林の評価上の留意点

(1)市街地山林の宅地比準による評価 (路線価方式)

(2)市街地山林の近傍純山林比準による評価 (倍率方式)

【6】その他

(1)赤道(あかみち)青道(あおみち)に接する土地の評価

(2)農家の自宅敷地の評価と遺産分割における留意点
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相続税の土地評価に関する各種資産税セミナー・税理士会支部研
修等の講師の実績も多数。

農地評価における具体的評価手順と現場風景 （ 講演内容 一部抜粋 ）

講師よりひとこと

スライド写真・イラストで見る土地評価！


